























通訳  田中雄三龍谷大学名誉教授 
日時  4 月 28 日(木)14:00- 
会場  時計台記念館国際交流ホールⅠ 
共催  京都大学経済学会 
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
上海センター・ブラウンバッグランチ（BBL）セミナーのご案内 
 演題 人民元切上げが中国経済に及ぼす影響 
 講師 村瀬 哲司 京都大学国際交流センター教授 
 日時 2005 年 5 月 9 日（月）午後 12 時 15 分～13 時 45 分（食事持ち込み可） 
 場所 法経総合研究棟 3 階 311 教室 
 
================================================================== 
「中国･新疆 視察旅行」参加のご案内                                             
辰 野 株 式 会 社        代表取締役専務  辰 野 元 彦      















 月    日 都    市 現地時間 交通機関 適    用 
1  ７月 16 日 
（土） 
関西空港発 
北    京着 
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◇定    員      ：参加定員は 30 名です。定員となり次第締め切らせていただきます。 
◇食    事      ：<朝食＞5 回 <昼食>3 回 <夕食>５回 （機内食を除く） 
◇利用航空会社：日本航空（関空  北京･大連） 中国南方航空 （北京→ｳﾙﾑﾁ→敦煌→大連） 
◇諸事情により、已むを得ず日程変更・中止をする場合もございます。 




































































































































     この小論では、孔孟の経済思想とマルクス＝レーニン主義の関係に注目して、河上の思
想を考えた。しかし、河上の思想は豊富な構成要素を含んでおり、伝統思想に関してだけで
も、儒家だけでなく法家や道家の影響も看取され、陽明学の影響を指摘する研究者もいるし、
河上晩年の思索を考えるに仏教は不可欠の要素である。教条主義的マルクス＝レーニン主義
にとらわれず、欧米のモデルとも一線を画した自由でより個性的な思想展開が、河上には可
能だったはずである。今日、マルクス＝レーニン主義の権威主義的国家体制は、崩壊するか
批判的検討の対象となっている。河上にも影響を与えた中国の伝統思想は、孔孟や儒学に収
斂され得ない多様性を有しており、それが 20 世紀の共産主義を超越するイデオロギーを生
み出す土壌となるのかもしれない。 
 
